
ワークショップ
日吉自然の家

対　　象：新小学４，５，６年生
定　　員：各学年 10名程度（エントリーシートによる選考）
　　　　　※エントリーシートをHPよりダウンロードいただき
　　　　　　 ご記入の上、FAX又は郵送でお送りください。

参加条件：各回参加できること。保護者の送り迎えができること。
日　　程：基本土曜日の年６回予定
時　　間：9時半開始～ 15時半解散
会　　費：無　料　　申込み締切り 2月 28日（月）

日吉自然の家では小学4年～６年生を対象に、自然体験を通じて心や体を鍛え、気付きや、
驚き、発見、感動などのさまざまな自然体験を得られる「自然教室」の会員を募集します。

自然とふれあい、たくましく豊かな心を育てよう。

担当者　折山

自然教室

指定管理者　長崎ダイヤモンドスタッフ㈱

｢センス ・ オブ ・ ワンダー = 神秘さや不思議さに目を見はる感性｣｡ この

感性 ・ センス , あるいは感覚を , 現代人の多くが鈍らせ , 失いつつある｡

人工的なモノ物質や電子メディアに取り囲まれ都市化された環境のなかに , 

センス ・ オブ ・ ワンダーを刺激する自然はほとんど見当たらない ｡

子どもたちの世界は、 いつも生き生きとして新鮮で美しく、 驚きと感激に

みちあふれています。 美しいものを美しいと感じる感覚、 新しいものや

未知なものにふれたときの感激、 思いやり、 憐れみ、 賛嘆や愛情などの

さまざまな形の感情がひとたびよびさまされると、 次はその対象となる

ものについてもっとよく知りたいと思うようになります。

「知る」 ことは 「感じる」 ことの半分も重要ではないのです。

お問い合わせ  TEL ８２４－５０１７

 5 月　日吉の植物観察
 7 月　海辺の生き物観察
  9 月　森でディキャンプ
11 月　烽火山トレッキング
 1 月　森のクラフト
 3 月　アウトドアクッキング

4 年度年間予定

自然教室趣旨 ～自然体験は「生きる力」を育ててくれる～

　かつての多くの子どもたちは、仲間とともに自然の中で遊びながら、あるいは、
地域において生活、成長していく過程で、様々な自然体験・社会体験を日常的に
積み重ねて成長する機会に恵まれていた。
子どもたちは、放課後や休日には野山を駆け回り、昆虫採集をしたり、秘密基地を
作って遊んだりと、思いきり体を動かして遊んだものです。
しかし、現代の子どもたちは、のびのびと遊べる場所が限られてしまったり、
習い事や塾が忙しかったりで、体を動かして遊ぶ機会が減ってしまっています。

　また、近年はテレビやゲーム、スマートフォンなど、屋内で遊べるものが充実していて、
家の中にいても退屈しないことも、外遊び離れの一因かもしれません。
今の子どもたちをめぐる環境は、心や体を鍛えるための負荷がかからないいわば
「無重力状態」であり、青少年の健全育成にとって深刻な事態に直面しています。
テレビ、ゲーム、インターネット、YouTube こういった “人工的な” 体験を通して
得られる情報は、私たちが心地よく感じられるように計算・加工されていると
指摘されいます。

　情報が向こうから流れてくる。つまらなければチャンネルを変えればいい。
クリアできなければ電源を切ればいい。こういった “心身に負荷のかからない” 
環境に甘んじていては、育つものも育たないことは明白です。
自然の中で、これまで触れたことのないものにも触れながら、その存在を認める
経験を積む。それにより、大人になって思い通りにならない他者や状況に直面した
ときにもうまく対応できる素地が、徐々に築かれていくのではないでしょうか。

　信州大学の平野吉直先生が小学 4〜6 年生を対象に調査によると、自然体験活動を
たくさんした経験した子どもには、課題解決能力や豊かな人間性など「生きる力」が
備わっているのだそうで、自然体験活動をたくさん行なったグループほど、「わからない
ことは、そのままにしないで調べることが多い」、「誰とでも協力してグループ活動が
できる」「相手の立場になって考えることができる」などの項目に「当てはまる」と
答えており、自然体験活動を行なわなかったグループほど、それらが「当てはまらない」
と答えた子どもが多いという結果が出ています。

○自然に親しみ、理解する
○環境に対する意識を持ち、生命の大切さを知る
○想像力
○発想力
○表現力
○豊かな心を持つ
○疑問を解決しようとする気持ちが生まれる
○探究心が芽生える
○自主性が芽生える
○協調性、コミュニケーション力
○健康で丈夫な体
○情緒の安定

「生きる力」とは

自然教室の活動では、子供達が自然に親しむ中で、異年齢集団と相互にかかわり協働する
ことで、自然の豊かさを知るとともに、安全に活動するための基本的な知恵や技能を身に
付け、また仲間とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを通して子どもはさまざまな力を育むことができます。
体験活動では、小さな危険を体験させることも大切です。小さな危険を乗り越えることに
よって、大きな危険を回避できます。失敗しながら問題を解決していくなどの体験によって、
主体性が身につき、「生きる力」を育むことが出来ます。
4 年生から 3 年間、継続して活動を積み重ねることによって「生きる力」を育てます。

指定管理者：長崎ダイヤモンドスタッフ㈱


